
令和元年１０月１１日

徳島河川国道事務所

徳島自動車道「阿波スマートインターチェンジ（仮称）」
あ わ

連結許可書伝達式を開催します

徳島自動車道に直接乗り降りが可能となる「阿波スマートインターチェンジ（仮称）」につい
あ わ

て、国土交通大臣より阿波市道との連結が許可されましたので、下記のとおり伝達式を実施

します。

○ 「阿波スマートインターチェンジ（仮称）」連結許可書伝達式
あ わ

日 時：令和元年１０月１６日（水） ９：３０～

場 所：阿波市役所 ２F 災害対策本部室

出 席 者 （予定）：阿 波 市：阿波市長

国土交通省：徳島河川国道事務所長

徳 島 県：徳島県県土整備部長

西日本高速道路株式会社四国支社：徳島工事事務所長

参 考 資 料：令和元年９月２７日 国土交通省 道路局 記者発表（抜粋）

「高速道路会社への事業許可および

スマートインターチェンジの準備段階調査への採択等を行いました」

※ 本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No．5 地域の自立的・持続的発展に向けた

「資国」産業競争力強化プロジェクト】の取組みに関連します。

問い合わせ先 ： 四国地方整備局 徳島河川国道事務所

た なべ もり ひで

副 所 長（道路） ： 田 邊 守 英 （内線：205）

くろ ぐち たか ひろ

◎ 事 業 対 策 官 ： 黒 口 貴 弘 （内線：208）

代表 088-654-2211

直通 088-654-9612

FAX 088-654-9614

◎：主な問い合わせ先
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（資料：H27全国道路・街路交通情勢調査）

路 線 名 ： 徳島自動車道

（土成IC～脇町IC間）

設置場所 ： 徳島県阿波市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 上り方向 （２/４） （徳島方面）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

■徳島自動車道 阿波スマートＩＣ（仮称）
あ わ

スマートインターチェンジ新規事業化等箇所の整備効果

＜概 要＞

わき まちど なり

あ わ

＜位 置 図＞

参考資料①
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阿波スマートIC（仮称）

国土地理院
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スマートＩＣの整備により、阿波市から徳島市内の第三次医療施設への
搬送において、高速道路へのアクセスが向上することから、迅速な搬送に
繋がり、救急医療活動を支援する。

スマートICの整備により、第一次緊急輸送道路である徳島自動車道から
広域物資輸送拠点施設「アエルワ」のアクセス性が改善され、阿波市の
防災機能の向上や周辺地域への物資輸送活動の効率化が期待される。

整備効果 災害発生時の物資輸送活動を支援

整備効果 救急医療活動を支援

阿波病院
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県立中央病院
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徳島赤十字病院

53人
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1人

その他

3,464人

阿波市内の救急搬送先(H28～30)

（資料：徳島中央広域連合消防本部ヒアリング）

約2割が
徳島市内へ
搬送

（資料：H27全国道路・街路交通情勢調査）
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